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め
る
た
め
の
も
の
。
当
日
は
約

30
人
が
参
加
し
た
。

　
祈
願
祭
で
は
杉
山
英
夫
名
誉

会
長
、
山
関
会
長
ら
が
玉
串
を

奉
奠
し
た
。
祈
願
祭
の
終
了
後

に
は
「
由
緒
の
碑
」
の
前
へ
移

動
し
て
慰
霊
祭
を
挙
行
。
物
故

者
の
御
霊
を
慰
め
た
。

　
神
事
を
終
え
た
山
関
会
長

は
「
先
人
の
御
霊
が
わ
れ
わ
れ

て
お
り
甚
大
な
被
害
が
出
て
い

る
。
当
協
議
会
は
鉾
田
市
と
災

害
協
定
を
結
ん
で
お
り
、
災
害

に
対
し
て
は
全
面
協
力
し
て
い

く
所
存
」
と
強
調
し
た
。

　
そ
し
て
「
茨
城
県
と
鉾
田
市

　
県
鳶
・
土
木
工
業
会
（
山
関

忠
会
長
）
は
１
月
26
日
、
水
戸

市
の
別
雷
皇
太
神
で
新
年
の
祈

願
祭
と
慰
霊
祭
を
執
り
行
っ

た
。
参
加
者
全
員
で
１
年
の
安

全
を
祈
願
す
る
と
と
も
に
、
先

人
の
御
霊
に
祈
り
を
捧
げ
た
。

　
こ
の
祈
願
祭
と
慰
霊
祭
は
１

年
の
安
全
を
祈
願
す
る
と
と
も

に
、
歴
代
の
物
故
者
の
霊
を
慰

　
冒
頭
、
藤
枝
会
長
は
「
原
油

価
格
高
騰
や
資
材
価
格
の
上
昇

が
続
き
、
建
設
業
界
を
取
り
巻

く
状
況
は
厳
し
さ
を
増
し
て
い

る
。
ま
た
、
近
年
は
異
常
気
象

に
よ
る
災
害
も
全
国
で
頻
発
し

を
１
年
間
守
っ
て
く
れ
る
と
思

う
。
精
進
し
て
頑
張
っ
て
ま
い

り
た
い
」
と
話
し
た
。

　
祈
願
祭
と
慰
霊
祭
の
参
加
団

体
は
次
の
と
お
り
。

　
■
県
鳶
・
土
木
工
業
会

　
■
つ
く
ば
鳶
職
組
合

　
■
日
立
鳶
職
組
合
旭
会

　
■
土
浦
鳶
職
組
合

　
■
古
河
鳶
一
番
組

が
太
い
ラ
イ
ン
で
結
ば
れ
て
い

る
こ
と
は
非
常
に
あ
り
が
た
い

こ
と
。
そ
れ
に
報
い
る
た
め
に

は
業
者
間
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が

必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
各
社
の

協
力
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
わ
れ

わ
れ
が
力
を
発
揮
で
き
る
も
の

来
賓
が
参
集
し
、
鹿
行
南
部
道

路
建
設
の
機
運
を
高
め
た
。
今

後
、
同
会
は
早
期
事
業
化
に
向

け
た
取
り
組
み
を
加
速
さ
せ
て

い
く
考
え
だ
。

　
同
会
は
鹿
行
南
部
道
路
の
基

本
方
針
が
策
定
さ
れ
た
こ
と
を

受
け
地
元
で
あ
る
鹿
嶋
市
、
神

栖
市
、潮
来
市
の
３
市
で
設
立
。

国
土
交
通
省
や
財
務
省
な
ど
に

対
す
る
要
望
活
動
を
行
っ
て
き

た
。

　
主
催
者
を
代
表
し
て
田
口
会

長
が
登
壇
。
鹿
行
南
部
道
路
の

基
本
方
針
が
示
さ
れ
た
こ
と
に

つ
い
て
「
昭
和
30
年
代
後
半
か

ら
は
じ
ま
っ
た
鹿
島
開
発
以
来

の
悲
願
で
あ
り
歴
史
的
な
進

歩
」
と
述
べ
た
。
ま
た
、「
今

後
地
元
が
一
丸
と
な
っ
て
関
係

機
関
へ
の
要
望
を
進
め
て
い
き

た
い
。
鹿
島
開
発
の
集
大
成
と

な
る
鹿
行
南
部
道
路
を
一
日
で

も
早
く
完
成
さ
せ
る
た
め
、
皆

さ
ま
に
は
お
力
添
え
を
お
願
い

し
た
い
」
と
呼
び
掛
け
た
。

　
来
賓
あ
い
さ
つ
で
は
、
同
会

の
特
別
顧
問
で
あ
る
額
賀
福
志

郎
衆
議
院
議
長
の
「
鹿
行
南
部

道
路
は
今
後
の
地
域
に
必
要
不

可
欠
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

な
っ
て
い
る
。
超
高
齢
社
会
に

よ
る
人
材
の
不
足
、
物
価
の
高

騰
な
ど
課
題
は
多
い
が
鉾
田
市

発
展
の
た
め
頑
張
っ
て
ま
い
り

　
■
つ
く
ば
若
鳶
会

　
■
日
立
若
鳶
会

　
■
土
浦
若
鳶
会

　
■
水
戸
若
鳶
会

　
■
龍
ヶ
崎
若
鳶
会

　
■
江
戸
崎
若
鳶
会

　
■
鹿
行
若
鳶
会

と
述
べ
た
。

　
ま
た
「
鉾
田
市
は
合
併
20
年

の
節
目
の
年
。
そ
し
て
戦
後
80

年
、
昭
和
か
ら
数
え
て
１
０
０

年
の
年
で
も
あ
る
。
変
革
の
年

に
ふ
さ
わ
し
い
元
気
の
あ
る
鉾

田
市
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
期
待
を
込
め
た
。

　
岸
田
市
長
は
「
皆
さ
ま
に
は

災
害
時
の
迅
速
な
対
応
、
そ
し

て
毎
年
行
っ
て
い
た
だ
い
て
い

る
教
育
施
設
へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
感
謝
申
し
上
げ
る
。

皆
さ
ま
方
に
仕
事
を
つ
く
る
の

が
私
の
使
命
。
こ
れ
か
ら
も
皆

さ
ま
の
お
力
を
お
借
り
し
て
市

増
築
工
事
は
、
児
童
生
徒
数
の

増
加
に
対
応
す
る
た
め
の
も

の
。
設
計
は
㈱
青
山
建
築
設
計

事
務
所
が
策
定
。
規
模
は
小
学

校
校
舎
が
Ｒ
Ｃ
造
２
階
建
て
８

３
３
㎡
、
中
学
校
校
舎
が
Ｒ
Ｃ

　
ダ
イ
キ
ン
工
業
㈱
鹿
島
製
作

所
（
神
栖
市
砂
山
21
）
は
、
敷

地
内
で
工
場
の
増
築
を
行
う
。

施
工
は
レ
イ
ズ
ネ
ク
ス
ト
㈱

行
南
部
道
路
の
整
備
に
よ
り
鹿

島
臨
海
工
業
地
帯
の
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
が
い
か
ん
な
く
発
揮
さ

れ
、
生
産
性
向
上
や
地
域
活
性

化
が
期
待
さ
れ
る
。
い
か
に
早

期
に
具
体
化
を
図
っ
て
い
く
か

が
重
要
」と
述
べ
た
。
そ
の
後
、

佐
近
裕
之
常
陸
河
川
国
道
事
務

所
長
が
道
路
計
画
の
基
本
方
針

を
説
明
し
た
。

　
鹿
行
南
部
道
路
は
鹿
行
地
域

の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
十
分
に
引

き
出
し
、
国
際
競
争
力
の
強
化

や
生
産
性
の
向
上
、
周
辺
地
域

の
さ
ら
な
る
活
性
化
を
図
り
、

東
関
東
自
動
車
道
水
戸
線
潮
来

Ｉ
Ｃ
周
辺
と
鹿
島
臨
海
工
業
地

帯
と
の
速
達
性
の
強
化
を
目
的

に
計
画
。
起
終
点
は
東
関
東
自

動
車
道
水
戸
線
潮
来
Ｉ
Ｃ
周
辺

～
鹿
島
臨
海
工
業
地
帯
波
崎
地

区
工
業
団
地
周
辺
ま
で
。

と
し
て
い
る
。

　
建
設
す
る
の
は
Ｋ
Ｄ
Ｐ
建

屋
、
出
荷
場
上
屋
、
テ
ン
ト
ハ

ウ
ス
、
Ｐ
Ｍ
Ｖ
Ｅ
ト
ン
容
器
小

屋
、
ハ
ロ
ゲ
ン
ボ
ン
ベ
小
屋
、

ポ
リ
マ
ー
シ
ー
ド
保
管
容
器
小

屋
。

　
各
施
設
の
概
要
は
Ｋ
Ｄ
Ｐ
建

屋
が
Ｓ
造
４
階
建
て
。
建
築
面

積
１
０
２
６
・
１
９
㎡
、
延
べ

床
面
積
３
２
４
３
・
６
５
㎡
。

出
荷
場
上
屋
は
Ｓ
造
平
屋
建

　
古
河
市
は
、
７
月
に
契
約
期

間
満
了
と
な
る
市
内
３
施
設
に

つ
い
て
、
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ

事
業
者
を
募
集
す
る
。
応
募
期

日
は
３
月
28
日
ま
で
。
契
約
期

間
は
３
年
以
上
５
年
以
内
。

　
対
象
施
設
は
、中
田
公
民
館
、

古
河
東
公
民
館
、
駅
南
サ
イ
ク

ル
セ
ン
タ
ー
の
３
施
設
。

　
希
望
金
額
は
、
い
ず
れ
も
30

万
円
／
年
。
応
募
資
格
は
自
ら

命
名
権
者
に
な
ろ
う
と
す
る
民

間
事
業
者
（
法
人
に
限
る
）
と

し
て
い
る
。

　
公
共
施
設
の
愛
称
を
決
定
す

る
権
利
を
法
人
に
付
与
す
る
こ

と
で
、
当
該
法
人
か
ら
新
た
な

財
源
を
得
て
、
施
設
の
管
理
運

営
等
に
役
立
て
利
用
者
へ
の

サ
ー
ビ
ス
向
上
を
図
る
。

た
が
、
予
定
価
格
を
下
回
る
入

札
が
な
か
っ
た
た
め
不
調
。
８

月
21
日
に
行
わ
れ
た
２
回
目
の

入
札
は
参
加
者
な
し
で
中
止
と

な
っ
た
。
３
回
目
の
公
告
で
は

参
加
形
態
を
２
者
Ｊ
Ｖ
か
ら
単

体
に
変
更
。
地
域
要
件
の
指
定

も
な
し
に
す
る
な
ど
参
加
資
格

を
緩
和
し
た
が
、
入
札
参
加
者

が
い
な
か
っ
た
。

　
■
水
戸
鳶
職
組
合

　
■
結
城
鳶
工
業
組
合

　
■
龍
ヶ
崎
鳶
職
組
合

　
■
岩
瀬
鳶
職
組
合

　
■
江
戸
崎
鳶
職
組
合

　
■
鹿
行
鳶
職
組
合

　
■
県
連
合
若
鳶
会

と
確
信
し
て
い
る
」と
述
べ
た
。

　
田
山
県
議
は
「
大
変
厳
し
い

環
境
に
あ
る
と
思
う
が
、
経
済

の
主
体
は
雇
用
の
多
い
建
設
業

界
。
ま
だ
ま
だ
イ
ン
フ
ラ
整
備

や
災
害
へ
の
復
旧
工
事
も
進
め

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

一
刻
も
早
い
事
業
化
と
開
通
を

目
指
し
て
い
く
」
と
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
雨
谷
丈
次
秘
書
が
代

読
。小
沼
巧
県
議
会
議
員
が「
茨

城
の
た
め
に
社
会
イ
ン
フ
ラ
を

整
備
し
よ
う
と
い
う
思
い
は
党

派
を
越
え
て
一
致
し
て
い
る
。

皆
さ
ま
の
取
り
組
み
を
後
押
し

す
る
役
割
を
果
た
し
て
ま
い
り

た
い
」
と
強
調
。

　
和
賀
正
光
都
市
局
長
は
「
鹿

　
つ
く
ば
市
は
、
み
ど
り
の
南

小
学
校
・
中
学
校
の
校
舎
増
築

工
事
を
２
０
２
５
年
度
も
実
施

し
な
い
考
え
で
あ
る
こ
と
が
分

か
っ
た
。
増
築
に
つ
い
て
は
当

面
中
止
し
、
児
童
生
徒
の
推
計

を
注
視
し
な
が
ら
多
目
的
室
な

ど
既
存
の
余
裕
教
室
を
活
用
し

て
対
応
す
る
考
え
。

　
み
ど
り
の
南
小
学
校
・
中
学

校
（
み
ど
り
の
南
１
０
６

－

１

～
４
、
６
）
は
み
ど
り
の
学
園

義
務
教
育
学
校
の
分
離
新
設
校

と
し
て
24
年
４
月
に
開
校
。

　
24
年
度
に
実
施
予
定
だ
っ
た

た
い
」
と
決
意
を
表
明
し
た
。

　
そ
の
後
は
祝
宴
に
入
り
、
全

員
が
和
や
か
に
歓
談
し
て
親
睦

を
深
め
た
。

　
東
関
東
自
動
車
道
鹿
嶋
神
栖

線
（
仮
称
）
鹿
行
南
部
道
路
建

設
促
進
期
成
同
盟
会
（
会
長
＝

田
口
伸
一
鹿
嶋
市
長
）
の
設
立

記
念
式
典
が
１
月
27
日
、
神
栖

市
の
ア
ト
ン
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
で

挙
行
さ
れ
た
。
当
日
は
多
数
の

民
の
幸
せ
の
た
め
に
頑
張
っ
て

ま
い
り
た
い
」と
意
気
込
ん
だ
。

　
入
江
議
長
は
「
皆
さ
ま
に
は

日
ご
ろ
か
ら
大
変
お
世
話
に

造
２
階
建
て
９
５
０
㎡
。
24
年

度
当
初
予
算
で
２
カ
年
継
続
費

を
設
定
し
て
お
り
、
総
額
は
10

億
２
８
２
８
万
６
０
０
０
円
。

内
訳
は
小
学
校
が
４
億
８
６
８

７
万
７
０
０
０
円
、
中
学
校
が

５
億
４
１
４
０
万
９
０
０
０

円
。

　
市
は
昨
年
６
月
13
日
に
１
回

目
の
一
般
競
争
入
札
を
公
告
し

（
神
奈
川
県
横
浜
市
）
が
担
当

し
、
設
計
は
同
社
一
級
建
築
士

事
務
所
が
策
定
。
工
事
完
了
予

定
日
は
２
０
２
６
年
４
月
30
日

て
。
建
築
面
積
は
１
１
９
６
・

９
２
㎡
、
延
べ
床
面
積
は
１
１

７
㎡
。

　
テ
ン
ト
ハ
ウ
ス
は
膜
構
造
平

屋
建
て
１
６
５
・
２
４
㎡
。
Ｐ

Ｍ
Ｖ
Ｅ
ト
ン
容
器
小
屋
は
Ｓ
造

平
屋
建
て
10
・
７
５
㎡
。
ハ
ロ

ゲ
ン
ボ
ン
ベ
小
屋
は
Ｓ
造
平
屋

建
て
６
㎡
。
ポ
リ
マ
ー
シ
ー
ド

保
管
容
器
小
屋
は
Ｓ
造
平
屋
建

て
８
・
７
５
㎡
。
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鉄
を
通
し
て
社
会
に
貢
献
す
る

株
式
会
社 

オ
ー
バ
ル・テ
ッ
ク

鉄
骨
建
設
業

国
土
交
通
大
臣
認
定
Ｍ
グ
レ
ー
ド
工
場

定
期
総
会

懇
親
会

新
若
鳶
会
長
に
大
越
氏

協
力
し
な
が
ら
組
合
運
営

算
案
や
事
業
方
針
案
な
ど
を
審

議
し
た
。
総
会
後
は
水
戸
若
鳶

会
（
関
俊
治
会
長
）
と
と
も
に

懇
親
会
を
開
催
し
、
親
睦
を
深

め
た
。

　
総
会
で
は
24
年
度
決
算
報

告
、
会
計
決
算
報
告
、
25
年
度

予
算
案
、事
業
方
針
案
を
審
議
。

原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。

　
懇
親
会
に
は
山
関
忠
県
鳶
・

　
水
戸
鳶
職
組
合
（
小
沼
勝
吉

組
頭
）
は
１
月
25
日
、
水
戸
市

の
割
烹
魚
政
で
第
67
回
定
期
総

会
を
開
催
。
２
０
２
５
年
度
予

土
木
工
業
会
長
、
高
橋
靖
水
戸

市
長
、
川
津
隆
県
議
会
議
員
、

大
信
成
人
水
戸
市
消
防
局
長
、

袴
塚
孝
雄
水
戸
市
議
会
議
員
ら

が
来
賓
と
し
て
出
席
。

　
冒
頭
、
小
沼
組
頭
は
「
本
年

も
組
合
員
と
協
力
し
な
が
ら
組

ま
に
元
気
に
な
っ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
た

い
」
と
決
意
を
表
明
し
た
。

　
そ
の
後
は
松
本
一
幸
相
談
役

の
発
声
で
乾
杯
し
、
祝
宴
に

入
っ
た
。

ち
も
し
っ
か
り
支
援
し
て
ま
い

り
た
い
」と
述
べ
た
。
ま
た「
建

設
業
界
が
適
正
な
価
格
で
受
注

し
、
適
正
に
発
展
し
、
人
材
も

確
保
で
き
る
魅
力
あ
る
業
界
に

な
る
よ
う
皆
さ
ま
と
協
力
し
て

合
を
運
営
し
て
ま
い
り
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
。
関
若
鳶
会
長

は
「
こ
と
し
も
会
員
増
へ
力
を

入
れ
て
、
梯
子
乗
り
が
で
き
る

メ
ン
バ
ー
を
揃
え
て
ま
い
り
た

い
」
と
意
欲
。
ま
た
、
役
員
改

選
に
伴
い
、
こ
と
し
か
ら
大
越

賢
一
氏
が
新
会
長
に
、
松
本
恭

太
氏
が
新
副
会
長
に
就
任
す
る

こ
と
を
発
表
し
た
。

　
ま
た
、
昨
年
12
月
の
県
職
業

能
力
開
発
促
進
大
会
に
て
技
能

検
定
永
年
功
労
者
の
表
彰
を
受

け
た
小
沼
組
頭

に
、
鈴
木
洋
治

相
談
役
と
松
本

一
幸
相
談
役
が

花
束
を
贈
呈
し

た
。

　
来
賓
の
高
橋

水
戸
市
長
は

「
出
初
式
で
見

事
な
梯
子
乗
り

を
披
露
し
て
い

た
だ
き
感
謝
申

し
上
げ
る
。
伝

統
文
化
が
守
れ

る
よ
う
、
私
た

ま
い
り
た
い
」と
力
を
込
め
た
。

　
川
津
県
議
会
議
員
は
「
雇
用

を
支
え
、
地
域
の
安
心
安
全
を

支
え
る
皆
さ
ま
は
な
く
て
は
な

ら
な
い
存
在
。
県
央
・
県
北
地

区
の
経
済
発
展
を
進
め
、
皆
さ

山関会長

川津県議会議員

関会長

高橋水戸市長

小沼組頭

水戸鳶職組合

田山県議会議員

入江市議会議長

藤枝会長

岸田鉾田市長

　
鉾
田
市
建
設
業
協
議
会
（
藤
枝
洋
二
会
長
）
は
１
月
24

日
、
賀
詞
交
歓
会
を
鉾
田
市
の
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
麻
生
で
開
催

し
た
。
当
日
は
田
山
東
湖
県
議
会
議
員
や
岸
田
一
夫
鉾
田
市

長
、
入
江
晃
鉾
田
市
議
会
議
長
ら
の
来
賓
も
駆
け
付
け
、
新

し
い
年
の
門
出
を
盛
大
に
祝
っ
た
。

和賀都市局長 小沼参議院議員佐近所長 田口会長

鉾田市建設業協議会

賀
詞
交
歓
会 

災
害
時
に
は
全
面
協
力

各
社
協
力
し
力
を
発
揮

祈
願
祭

慰
霊
祭

全
員
で
安
全
を
祈
願

先
人
の
御
霊
に
祈
り

県鳶・土木工業会

鹿
行
南
部

道
　
路

設
立
記
念
式
典
開
く

早
期
事
業
化
へ
機
運
醸
成

期成同盟会

レ
イ
ズ
ネ
ク
ス
ト
が
施
工

鹿
島
製
作
所
で
工
場
増
築

ダイキン工業

み
ど
り
の
南
小
中
学
校

校
舎
増
築
工
は
中
止

つくば市

公
民
館
な
ど
３
施
設
対
象

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
募
集

古河市


